
■自然経済■ 

ほぼ週刊【松村拓也のメールマガジン】第 228号 

こんにちは、松村拓也です。 

E-Mailと Facebookで松村拓也の活動についてほぼ毎週お届けしています。 

名刺交換した方や、突然思い出した方にもお届けしますので、ご迷惑であればお知らせください。 

できれば勤務先でなく、個人のアドレスにお届けしたいので、ご連絡ください。 

ご意見、ご質問大歓迎です。 

・・・・・・・・・・・・・・・ 
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1. ブログから：自然経済 

 

貨幣経済となる以前の状態を「自然経済」というらしい。 

その後経済は自然経済から貨幣経済へと、そして現在進みつつあるキャッシュレス化は、貨幣経済から信用経済

への発展と言われている。 

確かに、物々交換から貨幣による売買に変化することで、経済活動は一気に広域化し、キャッシュレス化によっ

てさらに高速化や巨大化が実現している。 

だが、これを捉えて「経済の進歩」と呼ぶのは、経済の技術的進歩に過ぎないことを忘れてはならない。 

この進歩がもたらす変化は、僕たちにどのような影響を与えるのかを、少しは考えた方が良いと僕は思う。 

・ 

そもそも自然経済とは、人間同士のやり取りのこと。 

そこに人間が介在しなければ、自然はすべてをタダで与えてくれる。 

だが、すべてを自分で調達して生きていくのは大変なことだ。 

野生の動物だけでなく、虫や植物だって、互いを利用し合いながら生きている。 

人間は感じ・考えることで進化のスピードを超越し、互いに助け合うことで自然界の頂点に立つようになった。 

なぜなら、この助け合いこそが、本能的な相互利用を超えた「損得勘定に基づく行為」であり、それが自然経済

を生んだのだと思う。 

・ 

自然経済の基本は、貨幣を介さない物々交換だ。 

海の幸と山の幸を交換したり、労働と食物を交換したり、互いのニーズを満たすことで交換は成立する。 

したがって、自分が何かを生み出さない限り、交換できない。 

自然経済における需要と供給とは、誰もが消費者かつ生産者であることが求められた。 

「働かざるもの食うべからず」とは、まさにこのことだ。 



生産しない者は、交換できないので、消費もできないことになる。 

江戸時代まで、経済の基本となった年貢米は、まさに農民の労働によって生み出されたものだ。 

つまり、自然経済の時代には、誰もが自分でお金を生み出していたことになる。 

・ 

ところが、明治時代になると年貢は廃止され、貨幣で納税することになった。 

貨幣は自分で作ることができないので、何かを売って手に入れる必要がある。 

ところが、初めは誰も貨幣を持っていないので、貨幣の製造元に行かなければならない。 

だが、貨幣の製造元は何でも買ってくれるわけではない。 

そこで貨幣は、製造元から借りることで調達することになる。 

これが自然経済から貨幣経済への移行プロセスだ。 

実は現在に至るまでこれは続いており、日本銀行が印刷した紙幣を銀行に貸し出して、それを銀行が個人や企業

に貸し出している。 

日銀にモノを売って得た代金として貨幣を手に入れた人など、だれ一人として存在しない。 

・ 

貨幣経済では、物々交換でなく貨幣とモノを交換できるようになる。 

つまり、何も生み出さなくてもお金があれば物を買うことができるわけだ。 

さらに、物を買うということは、誰かに何かを頼むこと。 

つまり、お金があれば、何かをせずに済むということだ。 

お金の価値はまさにこのことだ。 

けがや病気だけでなく、年を取ったり失敗したり、働けなくなる理由は幾らでもある。 

その逆に、お金を払うことで他の人が働いてくれるのなら、自分で作る何倍も何百倍も作ることができる。 

こうして貨幣経済は、チャンスを広げリスクに備え、夢をかなえる手段となった。 

・ 

だが同時に、「何かをせずに済む」という貨幣の価値が、人間を退化させている。 

確かに値段の高いモノやサービスは、到底自分の力で出来ない贅沢を叶えてくれる。 

でも、自分でやらずに済ませることが贅沢ならば、何もできない人が最高の贅沢者ということだ。 

もちろんお金があれば空も飛べるし、月にだって行けるようだ。 

だが、お金が無ければ生きていけない人が増えている。 

かつて、お金が無くてもみんなが生きていた自然経済の社会と現代とでは、一体どちらが豊かなのだろう。 

台風 15 号の影響で、停電が続く地域の様子を見て、今僕たちは「電気が無ければ生きていけない」ことに気付

き始めている。 

もしかすると、自然経済とは「●●が無くても生きていける」という豊かさを求めていたのではないだろうか。 

 

http://nanoni.co.jp/20190913-2/ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

2. 今週のトピックス：名栗の森オーナーシップクラブ９月例会  

 

名栗の森を流れる白谷沢は、沢遊びの超穴場。 

その上誰も虫に刺されない、ここは本当に不思議な森です。 

 



９月の例会は、沢辺でまったりしながらミーティングを行います。 

天候次第で、沢遊びも楽しみましょう。 

もちろん、「森人間コンテスト 2019」の現地見学会も兼ねていますので、参加ご希望の方は参加ボタンをポチッ

と押して、コメントもお書き添えください。 

https://www.facebook.com/events/728934144208138/ 

 

■９月例会＋現地見学会⑨ 

日時：9/22(日) 10:00～14:00 

会場：保全山荘・名栗の森 

費用：会員及び同伴者と森人間エントリー者は無料、一般 2,500円 どなたでも参加できます。 

・・・・ 

内容：（参加者が確定したら、再調整します） 

10:00 保全山荘に集合後、相乗りして森に向かう 

10:30 辻村神社のメンテナンスの後、沢のほとりへ  

11:00 沢辺のミーティング、カフェ＋弁当でランチ 

14:00 辻村山荘に戻り、後片付け・解散 

・・・・ 

 

装備：滑らない靴、着替え、弁当 

その他、事前の計画や依頼事項など、情報交換は掲示板  

https://www.facebook.com/groups/naguriforest/ 

の方に気軽にコメントしてください。 

詳細は後日参加者にご連絡します。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

3. 今後の予定：今週・来週以降 

 

凡例 ○面談歓迎：来て下さればあなたの面談を優先。 

   ◎呼出歓迎：あなたのお誘いを優先、訪問可能。 

   ●同行可能：僕の訪問先にお連れします。 

   ★参加可能：あなたも参加可能なイベント。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

（月）09/16 ◎作業日 17時まで面談可（青葉台） 

（火）09/17 ◎作業日 17時まで面談可（青葉台） 

（水）09/18 ◎作業日 午後から面談可（青葉台） 

（木）09/19 〇13-18時 面談可（笑恵館） 

13-18時 ★なるほどデイ 

18-20時 ★持ち寄り食事会 

20-21時 ★ホームホスピス勉強会 

（金）09/20 ◎作業日 終日面談可（都心） 

13-15時 ★不動産ソリューションフェア（ビッグサイト） 



（土）09/21 〇10-18時 面談可（笑恵館） 

10-12時 ★地主の学校 ⑥ 

12-18時 ★まつむら塾 

（日）09/22 ◎休業日・17時以降面談可（青葉台） 

10-14時 ★名栗の森オーナーシップクラブ９月例会（名栗） 

 

■その後のイベント 

09/26 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

09/28 ★地主の学校⑦・まつむら塾（笑恵館） 

10/05 ★地主の学校⑧・まつむら塾（笑恵館） 

10/10 ★日本土地資源協会経営会議（笑恵館） 

10/10 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

10/11 ★カプラー起業交流会（三茶） 

10/12 ★地主の学校⑨・まつむら塾（笑恵館） 

10/17 ★なるほどデイ・持ち寄り食事会（笑恵館） 

10/19 ★地主の学校⑩・まつむら塾（笑恵館） 

10/27 ★名栗の森オーナーシップクラブ１０月例会（名栗） 

 

松村の予定はこちらで随時公開しています。 

http://nanoni.co.jp/schedule 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

4. アクセスポイント：問い合わせ先 

 

松村拓也 

メール takuya@nanoni.co.jp 

携 帯 090-9830-3669 

自 宅 株式会社 なのに(平社員) 

〒226-0016 神奈川県横浜市緑区霧が丘 3-15-1 

http://nanoni.co.jp/ 

職 場 一般社団法人 日本土地資源協会(代表理事) 

http://land-resource.org/ 

笑恵館 〒157-0073 東京都世田谷区砧 6-27-19 

http://shokeikan.com/ 

メール配信をご希望の方はこちら 

http://land-resource.us10.list-manage.com/subscribe… 

フェイスブックグループはこちら 

https://www.facebook.com/groups/atamanonaka/ 


